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よ
る
３
月
２６
日

一
■
一
に
ロ

ボ
カ

ッ
ブ
ジ

ュ
ニ
ア
関
西
人

会

で
、
我
が
機
電
■

５
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
３
チ
ー
ム
が

栄
え
あ
る
全
国
大
会
に
出
場

が
、
決
定
し
ま
し
た
．

全
国
た
会
は
、
５
月

３
日

か
ら

５
日
ま

で
末

ス̈
の
日

本
科
学
末
来
館

で
、
世
界
人

人
■

０５
年

７
月
１３
日

ヽ
１９
日

に
イ

ン
テ

ッ
ク
ス
大
阪

）
の

出
場
を
賭
け
て
、
機
電
生
３

チ
ー
ム
が
頑
張

っ
て
く
れ
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
＾

機
械
電
気
科
は
、
料

の
専

門
性
を
高
め
る

一
環
の
取
り

組
み
と
し
て
ロ
ボ

ッ
ト
競
技

大
会
に
最
近
参
加
し
て
お
り

ま
す
．

こ
の
ロ
ボ

ッ
ト
授
業
の
収

り
組
み
は

都
■

へ
大
学
予

定
の
中
学
生
に
も
大
変
興
味

を
持
た
れ
て
い
る
よ
う

で
、

そ
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
目
指

し
て
都
―
に
人
試
を
受
け
て

い
る
と

こ
ろ
も
あ

る
よ
う

で
す新

聞
紙
１１
に
も

ロ
ボ

ッ
ト

授
業
の
取
材
を
受
け
、

，
日

産
経

大
阪
日
日
新
聞
で
記

事

に
な
り
、
紹
介
さ
れ
て

い

ま
す
．

関
西
の
次
―１１
代
産
業
と
し

て
期
待
さ
れ
る
ロ
ボ

ッ
ト
正

業
は
、
将
来
都
■

の
機
電
■

業
上
が
、
活
躍
す
る
時
代
が

来
る
の
で
は
な

い
か
と

人

き
な
期
待
を
す

る
と

こ
ろ

で
すそ

の
意
味

で
は
、
今
回
２

位
以
内

に
入

っ
て
今
年

の

２
０
０
５
年
大
阪
世
界
大
会

に

た
非
出
場
し
て
欲
し

い

も
の
で
す

岩
地
　
磐

一一一‐こ・会十̈『△〓

よ

る
平
成

十

六
年

六
月

十
九
日

（
Ｉ
）
ホ
テ
ル
京
阪

京
橋
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

総
会
は
、
石̈
地
会
長

の
挨
拶

に
始
ま
り
、
前
芽
会

の
財
政

状
況
に
つ
い
て
な
ど
報
告
が

あ
り
ま
し
た
．

機
械
電
気
科
科
長
の
高
円

好
男
先
生
よ
り
科

の
近
況
報

告
を
し
て
頂
き
ま
し
た

議
事

条
件
は
、
議
案
占
通
り
満
場

一

数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
．

引
き
続

い
て
、
懇
親
会

に

御
来
資
を
お
迎
え
し

都
鳥

Ｌ
高
中
野
教
頭
先
生
、
浪
速

工
業
会
人
浜
副
理
事
長
に
ご

祝
辞
を
■
き
ま
し
た

新
■
会
員
■
卜
名
含
め
令

計
六
十
二
名

の
多
数
御
参
加

頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

今
年
度
は
、
別
掲
六
月
十
八

日
に
新
入
阪
の
メ
ル
パ
ル
ク

大
阪
に
会
場
を
移
し
、
開
催

予
定
で
す

特
に
今
回
は
、
三日

嵐
会

本
［密
会

■
別
■
会
の
各

何
別

の
総
会
後
、
懇
親
会
は

合
同

で
行
う
予
定

で
す
．
電

気
■

Ｌ
業
化
学

理
数
工
学

科
の
１１１
級
■
も
を
誘

い
あ

っ

て
提
丼
御
参
加
下
さ
い
，

十

■

キ

■

＋

＋

尚
浪
速
工
業
会
の
返
信

葉
書
に
出
欠
を
必
ず
ご
返

事
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
申
し

上
げ
ま
す
。

第 25回萌芽会総会・懇親会のお知らせ
(機械電気科卒業同窓会)

(日 時〕 平成 17年 6月 18日 (土 )18:00～
〔場 所〕 メルバルク大阪 大阪市淀川区宮原 4‐ 21

TEL 06-6350-2111
」R京都線「新大阪」駅より徒歩約 7分、

地下鉄御堂筋線「新大阪」駅より

〔会 費)S37～ H4■はY8000- H5～ H10■ はY5000-
Hll～ H16■ は¥4000- H17卒 ,新 卒)は ¥3000-

蒻芽会の運営が深刻になってきておりま九

会費納入、総会参加、広告掲載に、お力添え

を頂けないでしょうか。

ご協力のほどよろしくお願い申し上げます

●都エホームページ

http″ www oceC gojo/m yakolima/m yako him

十

●蒻芽会メールアドレス

houga― kaiOma‖ goo neip

とのアドレスに携帯電話 ′ヽソコンのどちらからでも

メールが出せま魂

▼匈西テンピの取■

みなさまへお願い !

都
工
機
電
生
回
ボ
カ
ッ
プ
　
　
一

全
国
大
会
に
３
チ
‥
ム
出
場
へ
一
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１
Ｉ
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萌
茅
会
会
長

岩
地
　
馨

（昭
和
四
十

一
年
十
）

前

芽

会

会

員

の
皆

様
、

益
々
ご
催
勝
の
事
と
お
慶
び

中
し
上
げ
ま
す
．平
素
よ
り

浪
速
工
業
会
、
前
芽
会

に
絶

人
な
る
こ
支
援
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
て
、
心
よ
り
し
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
．

崩
芽
会

の
財
政
は

前
年

度

の
繰
越

ゼ

ロ
で

ス
タ

ー

ト
致
し
ま
し
た
が
、
工
業
会

の
会
員

の
皆
様
の
会
費
収
入

が
、
前
年
比
１０
％
ダ
ウ
ン
し

た

こ
と
も
あ
り
、
十
六
年
度

は
実
質
的
に
赤
字
に
転
落

い

た
し
ま
し
た
．
人
″
後

の
前
芽

会

の
財
政
は

前
年
度

の
会

報
に
て
お
願

い
中
し
Ｌ
げ
ま

し
た
通
り
今
年
度
よ
り
部
会

費
●
千
円
を
お
願

い
致
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
に
な

り
ま
し
た
．
最
低
限

の
前
芽

会

の
運
■

の
ん

に
も
、
何
卒

御
理
解
、
御
協
力
お
願

い
中

し
Ｌ
げ
ま
す
．

こ
の
度
悲
し

い
ご
報
告
で

す
が
、
一
人
年
間

の
長
き
渡

り
前
芽
会
会
長
を
務

め

ら

れ
た
日
中
喜

一
前
会
長
が
、

十
六
年
九
月
に
御
逝
去
さ
れ

ま
し
た

小
■
と
は
１，１
級
■

で
も
あ
り

工
業
会

で
の
お

付
き
合

い
も
前
芽
会
会
長
に

就
任
し
て
以
来
の
お
付
き
合

い
で
し
た
ｆ
ヽ
」
に
長
年

に

渡
り
工
業
会
、
前
芽
会

に
御

古
労
頂
き
ま
し
た
事
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
、
慎
ん
で
御

冥
福
を
お
析
―，
致
し
ま
す
，

さ

て
今
年

の
前

芽
会

総

人
ｆ

懇

親

会

は
、
二日
嵐

会

令
密
会
と
初
め
て
合
同
企
画

で
、
開
催
予
定
で
す
二

一
つ
の

科

の
同
窓
生
と
交
流
、
理
睦

を
図
り
楽
し
い
総
会
に
し
た

い
と
考
え

て

い
ま
す
。
都
島

Ｌ
高
百
周
年

（
平
成

一
九
年
一

に
向

け

て

電
気

工
業
化

学

理
数
工
学

の
同
級
生
に

声
を
か
け

て
、
多
数
ご
参
加

頂
け
ま
す
よ
う
に
御
願

い
申

し
上
げ
ま
す
．

最
後
に
な
―，
ま
し
た
が
、
本ム

員
各
位
の
益
々
の
ご
性
勝
と

各
方
面
で
の
ご
活
躍
を
心
よ
り

お
祈
り
中
し
上
げ
ま
す
。

一一　
科
長
挨
拶
　
〓

機
械
電
気
科科

長

高
田

好
男

載

機
械
電
気
群

で
の
総
合

募
集
）
と
な
り
、
後
期
で
所
属

科
が
決
定
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
機
械
電
気
科

に
は

六
十
三
名
の
優
秀
な
生
徒
が

所
属
し
ま
し
た
。
ム
●
年

で
１

ヽ
３
年
と
も
学
年

人
数

が

揃

つ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
２
年
生

は
、
４
月
か
ら

２
コ
ー
ス
（
メ
カ
ト

ロ
情
報

コ
ー
ス

電
子
制
御

コ
ー
ス
）

展
開
さ
れ
、
内

６
単
位
を
選

択

（
工
業

英
数
系
列
）
す
る

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
と
な

っ
て
い

ま
す
．

新

３
年
生

も

同

じ
く

２

コ
ー
ス
展
開
で
■
円
６
単
位

選
択
、
↓
［
通
■
日
８
単
位

２

科
Ｈ
選
択
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

と
な

っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
平
成
Ｆ
六
年
度

の

ヽ

業

上

（
ａ
組

担

任

彎

見

隆
先
生
、
ｂ
組
押
任
坂
原
登

先
生

）
し
十

五
名

は
、
〓
月

二
日
、
大
き
な
夢
と
希
望
を

も

つ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
進

路

に
進
ん
で
行
き
ま
し
た
．．不

況
な
社
会
情
勢
が
続
く
中
、

求

人
件

数

の
厳

し

い
状

況

で
し
た
が
、
担
任

の
先
生
方

の
ご
努
力
と
、
卒
業
生

の
奮

間

に
よ
り
、
一
般
企
業
就
職

‥
十
七
名
、
公
務
貝
四
名
、
き
回

専

編
人
を
含

め
た
進
学
者

三
卜
名
と

い
う
進
路
状
況
で

し
た
，
各
方
面
に
お

い
て
、
先

輩

の
ご
指
導
方
よ
ろ
し
く
お

願
い
中
し
上
げ
ま
す
．

日
頃
か
ら
視
野
を
広
げ

進
路
意
識

の
高
揚

の
た
め
、

科

の
行
事

と
し

て
工
場
見

学
、
Ｏ
Ｂ
進
路
懇
談
会
を
実

施
し
て

い
ま
す
。
平
成
十
六

年
は
、
五
月

二
十
八
日
に
浪

速
工
業
会
理
事

二
朋
芽
会

々

長
の
岩
地

馨
様
、
浪
速
Ｌ
業

会
評
議
委
員
の
高
橋
数
隆
様

は
じ
め
人
名

の
先
輩
方
に
現

在
社
会

の
状
況

社
会
人
に

な
る
た
め
の
心
構
え
等
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
，
お
世
話

に
な
り
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま

し
た
天
ヤ
年
度
は
二
月
十
八

日

（
水
）
に
予
定
し
て
お
り
ま

す

の
で
、
後
輩

の
た
め
に
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し

ま
す昨

年
は
総
合
優
勝
を
め
ざ

し
、
生
徒

職
員

が

一
九
と

な

っ
た
部
工
祭
体
育
祭
は
、

惜
し
く
も

一
点
差
で
総
合
第

四
位

で
し
た
が
、
一
年
生
が

学
年
準
優
勝
を
し
ま
し
た
，

今
年
は
十
月
二
十
二
日
（土
）

で
す
。
文

化

祭

は

十

一
月

二
十
六
日
本
上
）
～
二
十
七
日

（
日
）
に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す

の
で
、
後
輩
達

の
活
躍
を

見
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
キ

い
で
す
．

二
年
生
修
学
旅
行
に
つ
い

て
は
、
△
″
年

二
月
に
志
賀
高

原
横
手
山
ス
キ
ー
場
で
思

い

出
深

い
体
験
を
し
て
き
ま
し

た
．
前
年
と
は
場
所
が
変
わ

り
、
Ｍ
　
Ｍ
Ｅ
　
Ａ

Ｃ
の
四

科
で
初
め
て
団
を
組
み
行
き

ま
し
た
，
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー

で
雪
質
が
よ
く
生
徒
達
に
は

非
常
に
好
評
で
し
た
。

さ
て
対
外
的
に
は
、
■
の
■

門
性
を
高
め
る
た
め
に
参
加

し
た
■
つ
の
大
き
な

ロ
ボ

ッ

ト
競
技
会
で
優
秀
な
結
果
を

出
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
．

■

ロ
ボ
カ

ッ
‘

‘

ニ
ア

ニ
０
〇

四

十

ッ
カ
ー
チ

ャ

レ
ン
ジ
全
国
第

へ
位

（
平
成

十
六
年
二
月
一

２
第
四
回
レ
ス
キ

ュ
ー
ロ

ボ

ツ
ト

コ
ン
テ
ス
ト

全
国

第

二
住

一
レ
ス
キ

ュ
ー
エ
学

奨
励
賞
」
受
賞

（
平
成
卜
六
年

人
月
〓
」
れ
に
よ
り
、
大
阪
市

教
育
長
表
彰

今
■
文
化
賞

を
受
貴
し
ま
し
た

生
徒
達

の
頑
張
り

の
結
果
で
あ
り
、

■
に
と

っ
て
は
誠
に
誉
れ
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
エハ
月
に
八
日

（
■
）

メ
ル
バ
ル
ク
大
阪
に
て
予
定

さ
れ
て

い
ま
す
、
第

二
十
五

――‐―
前
芽
会
総
会

懇
親
会

の

時
に
皆
様
と
お
日
に
か
か
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
．

最
後

に
な
り
ま
し
た
が
、

崩
芽
会

々
員
諸
氏
の
今
後
の

ご
健
勝
と
、
一
」
活
躍
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

一押罰計六年度
　
一

◎
体
育
の
部

平
成
十
六
十
月
二
―
二
日

＾
上
）
に
行
わ
れ
ま

し
た
．

機
械
電
気
料

の
成
績
は
、
残

念
な
が
ら
総
合
四
位
で
し
た

が
、　
一
年
生
は
学
年
準
優
勝

と

な
り
、
今

年

の
体
育

祭

＾
十
月
二
十
二
日
）
に
期
待
を

持
ち
ま
し
た
．
バ
ッ
ク
の
出

来
栄
え
も
、
応
援
技
露
も
機

電
魂
を
感
じ
る
後
輩

の
頑
張

り
に
感
動
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
今
年
も
後
輩
の
応
援
に

是
非
御
来
校
下
さ

い
。
お
待

ち
中
し
上
げ
ま
す
。

前
オ
会

々
員
の
皆
様
に
は

益
々
ご
健
勝
で
ご
活
躍

の
こ

と
と
心
よ
り
お
慶
び
中
し
Ｌ

げ
ま
す
。

ま
ず
、
科

の
近
況
を
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。
２
年
前
よ

り
、
新
人
生
は
百
二
十
名

（
機

崩 芽 会 事 業部 よりお 知 らせ

浪速工業会事業に雨芽会事業を共催する形で今年

も左記事業に参加を募集致しま魂 参加申込は、浪速

工業会会報同封の総会返信ハガキにてお申し込み下

さい。前芽会事業を単独では難しい状況もあり、是非

多数のご参加お待ちしておりま魂

理事長杯争奪ゴルフコンペ

【日 時l平成17年 9月 28日 (水 )

【会 場】奈良の社ゴルフクラフ

【参加贅117000円
(プレー費 会食、商品代込み)

懇親ボウリング大会

【曰 時】平成17年 11月 13日 (日 )

〔会 場lボウルメート京橋

【参加費】大人4000円
月ヽ学生以下 3000円
(プ レー費 会食 商品代込み)






